
令和５年８月４日  
 

報道機関各位 

 

長岡市立中央図書館長  

 

        ～明治初期の「米百俵プレイス ミライエ長岡」付近を知る～ 

    常設展「描かれた国漢学校」を開催 
 

市の歴史に関する文書の保存や調査・研究の相談などを行う「歴史
れ き し

文書館
ぶんしょかん

」は、明治

初期の「米百俵プレイス ミライエ長岡」付近を描いた「国漢学校の図」の原本を紹介

する展示を開催しています。 

 つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださるようお願

いします。 

 

常設展「描かれた国漢学校」 
 

  
１ 会  期  ８月１日（火）～８月２６日（土） 

        ※開館時間：午前９時～午後５時 

        ※休館日：日曜日、月曜日、祝日 
 
２ 会  場  長岡市歴史文書館  

（長岡市長倉西町 458番地 7（旧サンライフ長岡）） 
 
３ 内  容  小川當知「懐旧雑誌」下 

挿絵「国漢学校の図」の原本（歴史文書館所蔵） 

 

※国漢学校は、明治３年（１８７０年）６月１５日に、 

現在の「米百俵プレイス ミライエ長岡」西館の 

場所に開校しました。「国漢学校の図」は、校舎の 

外観を描いた、現時点では唯一の絵です。 

挿絵からは、小林虎三郎、三島億二郎らを中心に、 

戊辰戦争後の新しいまちづくりを進める長岡藩の    

復興理念を読み解くことができます。 

 

 ※館内では、８月２６日（土）まで「長岡空襲体験画パネル展」も開催中です。 

 

問い合わせ：中央図書館 歴史文書館 田中 

TEL ０２５８－３６－７８３２ 

長岡市 

 






